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北海道･本州連系直…充送電用
1,500A 4,000V高耐圧大容量サイリスタ
近年,直i充送1電用変換音別二使用され

るサイリスタは,装置の′ト形･軽量化

及び信束剛性向上のため,より高性能の

要求が高まっている｡

H立製作所では,従来量産している

CAO2形サイリスタ(800A 4,000V)の

約2倍の電7先客量をもつ記録的大谷量

サイリスタCGOl形(1,500A 4,000V)

を日朋口52年に開発し,このたび電源開

発株式会社納め北音毎道･本州連系直i充

送電に使用されるサイリスタバルブ用

とLて量産納入した｡

図1にサイリスタの外観を示す｡

1.主な特長

(1)cGOl形は電流容量がCAO2形の

2伐となるため,椒めて抵抗率のばら

つきが少ない均一一な大口径単結晶シリ

コンウェ【ハを採用し,高耐圧を得て

いる｡

(2)オン電柱の増大をI妨ぐため,高ラ

イフタイムを確保することと,多数直

列接続するときの電圧分担バランスに
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図Il′500A,4′000V電力用サイリスタ

(CGOl形)

関連する残留苔栢電荷を制御し,また,

ターンオフタイムをCAO2形と同程度

に抑えるために,新Lい拡散プロセス

を主導入し,最適設計された接合梢造を

才呆用している｡

(3)ゲート構造は,ターンオン初期の

臨界`正流上昇率及びオン領i或の広がり

を改善し,エミッタ利用率を大幅に向

上できる独自の方式を適用しており,

一一方,臨界オフ電圧上昇率にも條汁Lた

股適設計を行なっている｡

(4)CAO2形素一丁使用でダイレクトパ

ラレル2個並列接続により得られた装

置の電子充容量が,この素十使用では1

佃で達成できる｡このため,必要素/･

数,ゲ【卜阿路など付属部品が半減で

きるため,装置の/ト形･軽量化及び信

栢J空のいっそうの向上が可能となった｡

2.主な特性

主な特性を表1にホす｡

(‖立製作所 機ノーーこに二事業本部)

表I CGOl形サイリスタの定格と特性

項 目 定格 と 特性

繰返しせん頭オフ電圧

繰返Lせん頭逆電圧

平均オン電)充
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酸化亜鉛避雷器(ZLA)

従来は直列ギャップとSiC(炭化ケ

イ素)を主体とした特性要素とでj構成

される磁気吹消形避雷器,及び限流形

避雷器が広く採用されてきた｡これら

の直列ギャップ付避雷器に対し,酸化

亜鉛(ZnO)を主体とした金属酸化物焼

結体である酸化亜鉛素子を使川し,直

列ギャップを用いなし､戸軽化亜鉛避雷器

放圧板
ばね

絶縁支持棒

カノヾ-

がい管

Zエレメント

(酸化亜鉛素子)

放出孔

放圧板

図l 酸化亜鉛避雷器(ZJA)の構造

(ZLA)を開発し,系列化を完成Lた｡

1.ZLAの主な特長･構造

(1)構造が簡単である｡:ZLA用酸化

亜鉛素子(Zエレメント)の形状をドー

ナツ形に設定し,素-f･の均質件を増す

とともに,Zエレメントを積み重ねた

単純な構造である(図l参照)｡
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酸化亜鉛避雷器

(ZLA)の適用例

(2)多重富に強し-｡(3)無発弧避雷器

で急峻波応答特性が良い｡(4)耐汚手員

特性がギャップ付避雷器に比較して優

れている｡

2.主な仕様

三iミな仕様を表1に,また,図2に98kV

ZLAの適用例を示す｡

(日立製作所 う電力‾･打葉木部)

表l 酸化亜鉛避雷器の主な仕様
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高密度実装新形保護リレー装置

(K5シリーズ保護リレー装置)
最近の超高圧ケーブル系統の拡大,

電力用コンデンサ容量の増大に伴い,

系統に発生する電圧電i充の高調波は増

加の一途をたどる傾向にある｡そのた

め,保護リレー装置の高調波性能の向

上が一段と強く要求されている｡

-一一方,地下変電所の増加や用地難か

ら,装置の小形化が望まれている｡こ

れらの要求に対処するため,各電力会

社との共同研究により;将来予想される

1忘力系統を含めた高調波解析を実施し,

ニれをもとに全IC化を実現し,小形

化を阿った高密度新形保諮り レ一装置

(K5シリーズ)を開発した｡

1.主な特長

(1)安定した過渡特性をもつ高精度･

高信頼度新形アクティブフィルタの開

発適用により,高次の高調波はもとよ

り第二,第二という低次の高調波成分

もi成衰できるようになり一段と高調波

性能が向上した｡

(2)装置の全IC化を実現するととも

に,保.穫リレー用入力PT(`這圧変成

器),CT(変流器)として′ト形･高性能

のトロイデルコイルを開発し,プリン

ト槻の搭載を可能にした｡これにより,

1≠iのリ レーを1校のプリント椒で構

成する,いわゆる1ボードりレⅥの実

現を図った｡

(3)装置盤面の30%縮小(従来比)を岡

り,1系列イ呆諸装置(1システム)ごと

に1面構成を実現した｡

(4)り レ∽の1ボード化にでナわせ,単

要素･単機能リ レーヰ構成のブロックビ

ルディ ング方式とし,保守･.試験の便

宜を1』るとともに,システムのイ言敵性

を向+二させた｡

(5)人力PT,CTにトロイデルコアを

採用し,また判定山路を仝IC化する

ことにより÷～-を(従来比)のPT,CT

負担にイ氏i成した｡

(6)リ レーを全シリーズ統一L,超々

高圧から高圧系統まで,一i写したシリ

ーズのリレーがj飽用できるようにした｡

(日‾在生望作所1E力事業本郎)
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■小特集:水処理技術

最近の廃水処理技術の動向

機械工場廃水の高度処】翌と再利用

ビル及び生活展水処理と再利用

食品工場廃水の生物処理技術

水処理梢高勾配磁気分離慌｢日立マグネフィルタ_J

下水処理へのオゾンの利用

■一舟定論文

｢‡1ノト容量蒸1tタービン用電r一泊圧式ガバナの開発
蒸気タービン自動制御装置

アルゴン採取什空乞も分維装置
岩石･土砂の大規模水力輸送システム

ーハイドロホイストの適用】

コンパクト形バソテりⅥフオ【クリフト川コントローラ
"MPS-ⅠⅠ”

レーザ版刻装置

電線･ケーブルの延焼防止対策
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図l 高密度実装新形保護リレー装置

(K5シリーズ保護リレー装置)

類

£私

′ミ敏一､"芯

図2 K5シリーズ

保護リレー=ボー

ドリレー)

日 立 Vol.41 No.3

グ ラ フ 新しいレジャーを先取りする

ル ポ

家庭コーナー

技術 史の旅

日立ギャラリー

新製品 紹 介

ひろしま美術館

活魚を運ぶ

音声多_釈放送川カラⅥテレビ

利髄運河

lキ苦買春江

ジュ【サー･ミキサー ラジオカセット レコー

ダー メモリーシンセサイザー ビューティユ

ニット

三
澄
星
巌
雄
疇

豊

武正

朗棚晰鯛朋宗純
預
〟
〟
〟
事

委委

斡

企画委員

長昌員

〃

〃

委委

幹

三浦武雄
本山喜久

山下史郎

栗田健太郎
さ華口 博

高1喬長雄

片岡 滋

彦
一
昭
道
雄
之
晴
道

佳
啓
寿

敏
惟
正
知

山
上
野
田
下
田
木
下

庄
村
坂
山
木
藤
倉
竹

事

日 立評論

発 行 日

発 行 所

編集兼発行人

印 刷 所

定 価

取 次 店

第61巻第2号

昭和54年2ノj20日印刷 昭和54年2月25日発行

日立評論社 束∫j(称丁▲代=区丸の内ト5-1尋100

介木止油

日_､ンニ印刷株式会社 束与j(都T･代‖区内神Ilほ-11-

(毎月1凶25日)

TEL(03)270-2111(代)

7蜃101TEL(03)252-1341(代)

1部400｢j(送料別)年間購読価5,300円(送料含む)

株式仝祉オーム社吾噺 東京都千代汁1【メニ神川錦町3-1

面101TEL(03)233-0641(大代表)批替｢1榛東京6-20018

⑤1979by HitachiHyoronsha PrintedinJapan(禁無断転載)

78




